
 

 

 

 

 

第１章 

 
 入間東部消防５０年の変遷 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

昭和４６年当時の消防組合消防施設配置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「Y」記号は、国土地理院では、破壊消防の器具である刺又を図案化したものであ
るという説をとっています。 

 また、地図上で消防署の所在地を示すようになったのは、１９０９年（明治４２年）頃

からのことです。 
 

 

９ 50th anniversarｙ 
 



 

入間東部地区消防組合の設立までの主なあゆみ 
 

昭和４２年 ４月 •福岡消防本部・消防署が設置され、消防長事務取扱に、福岡町長柳川秋
之助氏が就任し、消防職員１６人、消防ポンプ自動車（団）1台をもって、消防業
務を開始する。 

       ５月 •救急自動車を配備し救急業務を開始する。 
１０月 •福岡町大字福岡１５００番地５８に消防本部・消防署庁舎が完成する。 

昭和４３年１２月 •消防用超短波無線電話装置を導入する。 
昭和４４年 ３月 •柳川秋之助氏が退任し、消防長事務取扱に福岡町長、近藤克郎氏が

就任する。 
 

入間東部地区消防組合の主なあゆみ 

 

昭和４５年１１月 •入間東部地区消防組合（福岡町、富士見町、大井町、三芳町）を設立、消

防本部を福岡町大字福岡１５００番地５８（旧福岡町消防本部）に置く。 

•初代管理者に福岡町長近藤克郎氏、初代消防長に松本利夫氏が就任する。 
昭和４６年１０月 •富士見出張所仮庁舎を富士見町鶴馬１４２０番地、大井出張所仮庁舎を大

井町亀久保１２３４番地８、三芳出張所仮庁舎を三芳町藤久保９６５番地９
に開設し消防業務を開始する。 

昭和４７年 ４月 •富士見町、福岡町が市制施行（富士見市、上福岡市）する。 
昭和４９年 ５月 •消防本部・消防署庁舎を大井町苗間１６１番地２に新築移転、旧庁舎を上

福岡出張所に改称する。 
昭和５２年 ５月 •みずほ台出張所庁舎を富士見市水子２２６５番地に開設し消防業務を開始する。 
昭和５３年 ３月 •三芳出張所庁舎が落成する。 
昭和５５年１１月 •消防長、松本利夫氏が退任する。 

１２月 •第２代消防長に青木正三氏が就任する。 
昭和５６年１１月 •富士見出張所庁舎を富士見市山室 1丁目１３４２－１に新築移転する。 
昭和５７年１１月 •大井出張所庁舎を大井町鶴ヶ岡 1丁目３番４０号に新築移転する。 
昭和６０年 ５月 •富士見出張所庁舎に訓練棟を設置する。 
昭和６１年 ３月 •消防長、青木正三氏が退任する。 

 ４月 •第３代消防長に杉本正雄氏が就任する。 
昭和６２年１０月 •消防音楽隊隊員２９名をもって発足する。 
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町中心部方面を北方向から望む（福岡地区）昭和４２年 50th anniversary １０ 



 
平成 ２年 ７月 •消防署を中央消防署に、富士見出張所を富士見消防署に、上福岡出張

所を上福岡消防署の３消防署、大井出張所、三芳出張所、みずほ台出
張所の３分署に改称して３署３分署体制となる。 

１１月 •消防組合設立２０周年記念誌「消防のあゆみ」を発刊する。 
平成 ３年 ９月 •女性看護婦を採用し救急車に同乗させる。全国初の「女性救急隊員」が誕生する。 
平成 ４年 ７月 •埼玉県医師会会長より救急功労機関表彰を受賞する。 
平成 ５年 ３月 •消防本部庁舎西側敷地内に、第二庁舎（通信指令室・救急消毒室）が完成する。 
平成 ６年１０月 •全国初の女性救急隊員当直制度を開始する。 
平成 ７年 １月 •阪神・淡路大震災に伴い、救助工作車、災害対策車を災害応援救助活

動のため被災地へ災害派遣する。 
３月 •機動二輪隊１３名をもって発足する。 
９月 •自治省消防庁より埼玉県部隊の代表消防機関として、緊急消防援助隊県 

隊旗及び部隊旗を授与される。 
平成 ８年１１月 •消防組合設立２５周年記念誌「消防のあゆみ」を発刊する。 
平成 ９年 ２月 •上福岡消防署庁舎を上福岡市川崎２丁目７番３号に新築移転する。 

 ３月 •消防長、杉本正雄氏が退任する。 
 ４月 •第４代消防長に浅海伊佐男氏が就任する。 
９月 •消防音楽隊創立１０周年記念誌「住民とともに」を発刊する。 

平成１０年 ４月 •携帯電話から１１９番通報受信を開始する。 
平成１１年１１月 •県内初となる入間東部地区消防官友の会が発足する。 
平成１２年１１月 •消防組合３０周年記念誌「消防のあゆみ」を発刊する。 
平成１３年１０月 •情報公開制度を開始する。 
平成１４年 ４月 •高圧ガス保安法に基づく事務を開始する。 
平成１５年 ２月 •三芳分署庁舎を三芳町北永井６１７番地８に新築移転する。 

 ９月 •消防音楽隊創立１０周年記念誌「住民とともに」を発刊する。 
平成１６年１０月 •富士見消防署庁舎及び消防訓練場が完成し、富士見市鶴馬１８５０番地

に新築移転する。 
平成１７年 ７月 •気管挿管認定救急救命士の運用を開始する。 

１０月 •構成市町の上福岡市と大井町の廃置分合により、ふじみ野市が誕生する。 
平成１８年 ３月 •消防長、浅海伊佐男氏が退任する。 

 ４月 •第５代消防長に長嶋亘氏が就任する。 
 •薬剤投与認定救急救命士の運用を開始する。 

平成１９年 ３月 •全国初の聴覚障害者を対象とした聴覚障害者防災訓練を実施する。 
 •消防長、長嶋亘氏が退任する。 

 ４月 •第６代消防長に戸口守氏が就任する。 
 ６月 •第３４回埼玉県消防救助技術指導会が当組合消防訓練場で開催される。 
１２月 •消防音楽隊創立２０周年記念演奏会を富士見市民文化会館キラリ☆ふじ

みで実施する。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

１１ 50th anniversary 
 

東入間警察署 消防本部・消防署 町立大井東中学校 

大井陸橋 旧消防庁舎を東方向から望む（苗間地区）平成２年 
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平成２０年 ２月 •富士見消防署に特別救助隊を配置する。 
平成２１年 ７月 •地元企業より寄贈された住警器を住民に配布し、消防職団員による取付け

作業を実施する。 
平成２２年 ８月 •消防組合設立４０周年記念誌（消防年報に組込み）を発刊する。 
平成２３年 ３月 •東北地方太平洋沖地震に伴い緊急消防援助隊埼玉県部隊に登録してい

る消火隊、救急隊、後方支援隊を被災地へ災害派遣する。 
１２月 •ふじみ野市大井中央一丁目地内に消防本部・消防署移転用地を購入する。 

平成２５年 ３月 •消防長、戸口守氏が退任する。 
 ４月 •第７代消防長に大島英男氏が就任する。 
 ８月 •消防本部・中央消防署と大井分署が統合され、ふじみ野市大井中央に消

防本部・消防署庁舎を新築移転する。また、同敷地内に消防訓練場が完
成する。西消防署が開署、富士見消防署を東消防署に、みずほ台分署を
富士見分署及び上福岡消防署をふじみ野分署に改称して、三芳分署と併
せて２署３分署体制となる。 

平成２６年 ３月 •消防長、大島英男氏が退任する。 
平成２６年 ４月 •第８代消防長に長堀博昭氏が就任する。 

 ６月 •第４１回埼玉県消防救助技術指導会が当組合東消防署消防訓練場で開
催される。 

平成２７年 ７月 •第４４回消防救助技術関東地区指導会が当組合東消防署消防訓練場で
開催される。 

平成２８年 ３月 •消防長、長堀博昭氏が退任する。 
 ４月 •第９代消防長に塩野浩氏が就任する。 

平成２９年１１月 •消防音楽隊創立３０周年記念演奏会をふじみ野市勤労福祉センターで実
施する。 

入間東部地区事務組合の主なあゆみ
 

平成３０年 ４月 •入間東部地区消防組合と入間東部地区衛生組合が統合し入間東部地区
事務組合が発足。新組合発足に伴い入間東部地区事務組合消防本部に
改称される。 

平成３１年 ３月 •消防長、塩野浩氏が退任する。 
 ４月 •第１０代消防長に玉田幸三氏が就任する。 

 •消防本部庶務係と管理係を統合して、消防総務課庶務係となる。 
令和元年 ５月 •元号が「令和」に改められる。 
令和 ２年 ４月 •高規格救急自動車を１台増台し、救急体制を８台とする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

50th anniversary １２ 

国道２５４号線川越街道 大井総合支所入口 

市中心部方面を組合庁舎西側から望む（大井中央・ふじみ野地区）平成２５年 

第 1 章 入間東部消防 50 年の変遷 



H IST ORY  

入間東部消防 50 年のあゆみ 

  1967～1969 年[昭和 42～44 年] 

〇  

自治体消防発足から１９年 
福岡町消防本部・消防署の歴史が始まる 
 １９６７年[昭和４２年１０月] 

  自治体消防発足から遅れること１９年。福岡町消防本部・消防署庁舎は、福岡町大字福

岡１５００番地５８に開設、消防職員実数１６人、水槽付消防ポンプ自動車（いすゞ・ＴＸＧＦ１０

型改）1台、救急自動車（ＲＳ４６ＶＧクラウンカスタム改）1台をもって発足しました。 
 

   

   

  

 

   

  

  

  

 

                       開署時配置された消防ポンプ自動車及び救急自動車 

ＲＣ造２階建の初代消防本部・福岡町消防署庁舎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       赤バイク（１２５ｃｃ） 

消防庁舎竣工式 

 

 １９６８年[昭和４３年４月] 
  消防職員実数２０人となり、同年９月消防ポンプ自動車（ニッサン・ＦＲ４０型改）を配置し、同
年１２月消防用超短波無線電話装置(三和・１５０ＭＬＩＢ)を配備する。 

 １９６９年[昭和４４年７月] 
  赤バイク（ホンダ・ベンリーＣＤ１２５）を配置する。 

１３ 50th anniversary 
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H IST ORY  

   入間東部消防 50 年のあゆみ 

  1970～1971 年[昭和 45～46 年] 

 １９７０年[昭和４５年１１月] 
  福岡町、富士見町、大井町及び三芳町は、広域にわたる消防業務の計画に合意して、消
防の一部事務組合を設立し、名称を「入間東部地区消防組合」と定め、消防本部・消防署
を(旧・福岡町消防本部・消防署)福岡町大字福岡１５００番地５８に置く。 

 

初代通信指令装置 
                                          消防車両 

 

 

 

 

 

 

 

 

福岡町消防本部・消防署内に設置された消防通信室内で１１９ 
番通報を受信する通信員              ３台配置された水槽付消防ポンプ自動車 
 

消防車両 

 

 

 

 

 

 

 

 

福岡町消防署に配置されたボンネットタイプハイルーフ型の 

救急自動車                  福岡町消防署に配置された消防ポンプ自動車 

 

 １９７１年[昭和４６年４月] 
  消防職員実員４１人となり、水槽付消防ポンプ自動車（いすゞ・ＴＸＧ１０型改）３台、救急自
動車（ニッサン・ＶＨ１３０型改、トヨタ・ＦＳ５５Ｓ型改）２台を配置する。 

 
 

50th anniversary １４ 
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H IST ORY  

   入間東部消防 50 年のあゆみ 

  1971～1974 年[昭和 46～49 年] 

富士見、大井、三芳出張所開設 
 １９７１年[昭和４６年１０月] 
  富士見町大字鶴馬１４２０番地６に富士見出張所仮庁舎、大井町大字亀久保１２３４番
地８に大井出張所仮庁舎、三芳町大字藤久保９６５番地９に三芳出張所仮庁舎を開設し、
富士見出張所に水槽付消防ポンプ自動車及び救急自動車、大井出張所に水槽付消防ポ
ンプ自動車及び１８メートル級はしご付消防ポンプ自動車（ニッサン・ＴＣ８１Ｈ型改）並びに三芳
出張所に水槽付消防ポンプ車を配置し、消防業務を開始する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       
軽量鉄骨プレハブ造平屋建の三芳出張所仮庁舎    大井出張所に配置された初代１８メートル級はしご付 
                       消防ポンプ自動車 
 １９７１年[昭和４６年１２月] 
  １８メートル級はしご付消防ポンプ自動車を配置し、高層建物の災害防ぎょの強化を図る。 

 １９７２年[昭和４７年４月] 
  消防職員実員６９人となり、福岡町から上福岡市、富士見町から富士見市へ市制施行する。 

消防本部・消防署新庁舎に移転 
 １９７４年[昭和４９年４月] 
  消防職員実員１２４人となり、同年５月、大井町大字苗間１６１番地２に消防本部・消防署
庁舎として水槽付消防ポンプ自動車（いすゞ・ＳＢＲ３２０型改）、１８メートル級はしご付消防ポンプ
自動車（ニッサンＴＣ８１Ｈ型改）等を配置して新築移転する。また、同年１０月、救急自動車（ト
ヨタ・ＲＨ１８V 型改）等を配置する。なお、旧消防本部・消防署庁舎を上福岡出張所とする。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

１５ 50th anniversary 
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ＲＣ造３階建の２代目消防本部・消防署庁舎      通信指令室内で１１９番通報を受信中の通信員 

 



H IST ORY  

   入間東部消防 50 年のあゆみ 

  1975～1978 年[昭和 50～53 年] 
 
 １９７５年[昭和５０年１月] 
  救助活動の迅速化と強化を図るため、消防署に救助工作車（いすゞ・ＳＢＲ３２０型
改）を配置する。同年３月には、地震対策用としてミニ水槽積載車（トヨタ・ＫＭ１０型改、水
５００リットル）を消防署に配置する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消防署に配置された初代の救助工作車      消防署に配置されたミニ水槽積載車 

 

みずほ台出張所開設、三芳出張所に新庁舎 
 １９７７年[昭和５２年４月] 
  富士見市水子２２６５番地にみずほ台出張所庁舎が完成し、水槽付消防ポンプ
自動車(いすゞ・ＳＢＲ３２０型改)を配置し出張所として消防業務を開始する。同年７月
消防職員実数１５３人となる。また、翌年３月に救急自動車(トヨタＨ-ＲＨ４２
ＶＢ型)を配置する。 

 
 １９７８年[昭和５３年２月] 
  三芳町藤久保大字９６５番地９に三芳出張所庁舎が完成し、水槽付消防ポンプ

自動車（いすゞ・ＴＸＧ１０型改）、新たな出張所として消防業務を開始する。同年４月
に消防職員実数１５８人となる。また、翌年６月に救急車（トヨタＦＳ５５Ｖ型
改）を配置する。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

初代みずほ台出張所庁舎鉄骨ＡＣＬ造２階建   初代三芳出張所庁舎鉄骨ＡＣＬ造２階建 

 

50th anniversary １６ 
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H IST ORY  

   入間東部消防 50 年のあゆみ 

  1981～1986 年[昭和 56～61 年] 

富士見・大井出張所新庁舎に移転 
 １９８１年[昭和５６年１１月] 
  消防職員実数１６７人となり、富士見市山室１丁目１３４２－１に富士見出張
所庁舎として水槽付消防ポンプ自動車（いすゞ・ＴＸＧ１０型改）、救援車（い
すゞＴＬＤ３４改）を配置し、新庁舎に新築移転する。また、翌年２月、３８メ
ートル級はしご付消防ポンプ車（日野・Ｋ-ＦＷ２７４ＡＡ型改）を同所に配置す
る。 

 
 １９８２年[昭和５７年１１月] 
  大井町鶴ヶ岡１丁目３番４０号に大井出張所庁舎として消防ポンプ自動車（い
すゞＳＤＲ３２０型改）、救急自動車(トヨタＨ－ＲＨ１９Ｖ)また、富士見出張所
に配置の救援車（いすゞ・ＴＬＤ３４改）を配置換えし、新庁舎に新築移転する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２代目富士見出張所庁舎鉄骨ＡＣＬ造２階建  ２代目大井出張所庁舎鉄骨ＡＣＬ造２階建 

 

 １９８５年[昭和６０年５月] 
  消防職員実数１７６人となり、複雑多様化する各種災害に対応のため、富士見
出張所敷地内に訓練棟を設置する。 

特別救助隊発足 

 １９８６年[昭和６１年４月] 
  消防署に特別救助隊を置く。 
 

 
                      発足当時は組合章の 
                 紋章をつけていた。 
 
 
 
 
 

 
 
 

特別救助隊員                         鉄骨ＡＣＬ造訓練棟５階建 

１７ 50th anniversary 

第 1 章 入間東部消防 50 年の変遷 

（富士見出張所） 



H IST ORY  

   入間東部消防 50 年のあゆみ 

  1987～1990 年[昭和 62～平成 2 年] 
 

 １９８７年[昭和６２年５月] 
  消防職員実員１７９人となり、県下初の災害対策車（日野・レインボーＰ-ＡＢ１１５ＡＡ型改）を
配置し、災害現場でのり災保護及び現場対策本部等の様々な用途に活用。 

（於：８８さいたま博覧会・熊谷市） 

 

 

 

 

 

 

 

消防署に配置された県下初の災害対策車 

                       県下消防音楽隊代表として出場演奏 

 １９８７年[昭和６２年１０月]  
  消防本部に音楽隊隊員２９名をもって発足する。 
 
 １９８９年[平成元年３月] 
  消防職員実員１８６人となり、密集住宅地の消防対策として１０メートル級はしご付消防ポン
プ自動車（いすゞ・ＮＫＲ-５８Ｅ）を配置する。 

 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
富士見出張所に配置された初代１０メートル級はしご付消防ポンプ自動車 

 
 １９９０年[平成２年３月] 
  消防署敷地内に訓練棟（Ｓ造１７メートル）を設置し、同年５月に移動式空気充填車（い
すゞ・Ｐ-ＮＫＲ５８Ｌ型）を配置する。 

 

 

 

 

 

 

 

Ｓ造の訓練棟                  消防署に配置され移動式空気充填車 

50th anniversary １８ 

第 1 章 入間東部消防 50 年の変遷 

（於：８８さいたま博覧会・熊谷市） 



H IST ORY  

   入間東部消防 50 年のあゆみ 

  1990～1993 年[平成 2～5 年] 

１本部３署３分署体制 
 １９９０年[平成２年７月] 
  消防職員実数１９１人となり、消防本部・消防署（本署）を中央消防署に、富士見出張所
を富士見消防署に、上福岡出張所を上福岡消防署の３消防署、大井出張所、三芳出張
所、みずほ台出張所の３分署に改称し、１本部３署３分署体制となる。 

入間東部消防設立２０周年記念誌発行 
 １９９０年[平成２年１１月] 
  組合設立２０周年記念式典を大井中央公民館において実施し、消防組合設立２０周年記
念誌「消防のあゆみ」を発刊する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消防組合設立２０周年記念式典              消防組合設立２０周年記念誌 

全国初の女性救急隊員が誕生  
 １９９１年[平成３年９月] 
  同年４月消防職員実数１９４人となり、女性看護婦 
を採用し、救急車に同乗させる。 

 
 

消防本部第２庁舎運用開始 
 １９９３年[平成５年３月] 
  消防本部・中央消防署庁舎西側に第２庁舎が 
 完成する。１階に救急消毒室を配置し、２階部分には、 
 消防緊急通信システム（Ⅱ型）を導入して、同年１２月 
 より運用を開始する。 
 
 
 
 
 
 

１９ 50th anniversary 

第 1 章 入間東部消防 50 年の変遷 

第２庁舎内の通信指令室で１１９番通報を受信する通信員
また、指令放送は職員の肉声で行われていた。 

（於：大井中央公民館ホール） 



H IST ORY  

   入間東部消防 50 年のあゆみ 

  1993～1995 年[平成 5～7 年] 

救急救命士と高規格救急自動車運用開始 
 １９９３年[平成５年５月] 
  消防職員実数２０９人となり、中央消防署に高規格救急自動車（ニッサン・Ｎ-ＮＧ４ＹＨ１改）
を配置し、運用を開始する。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
中央消防署に配置された初代高規格救急自動車（朝日号） 読売新聞（埼玉版） 

 

全国初の女性救急隊員当直制度発足 

 １９９４年[平成６年１０月] 
  消防職員実数２１７人となり、女性救急隊員の当直制度を発足する。（全国で初めて女性
救急隊員の当直を実施する。） 

埼玉県下初の機動二輪隊発足 
 １９９５年[平成７年３月] 
  機動二輪隊を隊員１３名にて発足する。 
 

 

 

               消防機動二輪隊員 

埼玉県隊旗、部隊旗、自治省消防庁よりの授与 
 １９９５年[平成７年９月] 
  消防職員実数２２９人となり、自治省消防庁に 
に編成された緊急消防援助隊埼玉県部隊の 
代表機関として、当消防組合の救急部隊、後方 
支援部隊が登録され、県隊旗及び部隊旗が自 
治省消防庁より授与された。 

 

 

第 1 章 入間東部消防 50 年の変遷 

50th anniversary ２０ 

左：田中喜三管理者から右：杉本正雄消防長に 
緊急消防援助隊県隊旗及び部隊旗が授与される。 



H IST ORY  

   入間東部消防 50 年のあゆみ 

  1997～2003 年[平成 9～15 年] 

上福岡消防署新庁舎に移転 
 １９９７年[平成９年２月] 
  消防職員実数２３８人となり、上福岡市川崎２丁目７番３号（現：ふじみ野市）に上福岡消
防署庁舎として、水槽付消防ポンプ自動車（ミツビシ・Ｕ-ＦＫ６１８ＧＺＷ改）消防ポンプ自動車、
救助工作車（ミツビシ・Ｐ-ＦＫ４１６ＦＺ改）高規格救急自動車（ミツビシ・ＫＣ-ＦＧ６３８Ｅ改）災害用
支援車等（ウニモグ）を配置し、完全個室化の仮眠室と高齢者情報管理室が設置され新庁
舎に新築移転する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２代目上福岡消防署ＲＣ造地上２階建・地下１階建       消防組合設立３０周年記念誌 

入間東部消防発足設立３０周年記念誌発行 

 ２０００年[平成１２年１１月] 
  消防職員実数２５１人となり、消防組合設立３０周年記念誌「消防のあゆみ」を発刊する。 

中央消防署三芳分署新庁舎に移転 
 ２００３年[平成１５年２月] 
  消防職員実数２５９人となり、三芳町北永井６１７番地８に三芳分署庁舎として、化学消防
ポンプ自動車（いすゞ・ＫＫ-ＦＳＲ３３Ｇ４Ｖ改）、１０メートル級はしご付消防ポンプ自動車（いすゞ・Ｕ
-ＮＫＲ５８Ｅ２Ｎ改）高規格救急自動車（ミツビシ・ＫＣ-ＦＧ６３８Ｅ改）等を配置し、新庁舎に新築移
転する。 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

２代目中央消防署三芳分署ＲＣ造一部鉄骨造３階建、訓練棟４階建 

２１ 50th anniversary 

第 1 章 入間東部消防 50 年の変遷 



H IST ORY  

   入間東部消防 50 年のあゆみ 

  2004～2006 年[平成 16～18 年] 

富士見消防署新庁舎に移転 
 ２００４年[平成１６年１０月] 
  消防職員実数２６６人となり、富士見市鶴馬１８５０番地１に富士見消防署庁舎３棟の訓
練棟及びヘリコプターの離着陸のできる消防訓練場を整備し、救助工作車（ヒノ・ＫＣ-ＦＸＪＧＢ
Ａ改）水槽付消防ポンプ自動車（ミツビシ・Ｕ-ＦＫ６１８ＧＺＷ改）、消防ポンプ自動車（ヒノ・ＰＤ-ＸＺ
Ｕ３３４Ｍ）高規格救急自動車（ニッサン・ＧＥ-ＦＬＷＧＢ５０）等を配置し、新築移転する。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

３代目富士見消防署ＲＣ造一部鉄骨造３階建     ＲＣ造６階建Ａ棟、３階建のＢ、Ｃ棟の消防訓練場 

 

気管挿管・薬剤投与認定救急救命士の運用開始 
 ２００５年[平成１７年７月] 
  消防職員実数２７１人となり、気管挿管認定救急救命士の運用を開始する。 
 
 ２００６年[平成１８年４月] 
  薬剤投与認定救急救命士の運用を開始する。 
 

中央消防署・富士見消防署にＡＥＤを設置 
 ２００６年[平成１８年６月] 
  中央消防署・富士見消防署にＡＥＤ 
（自動体外式除細動器）を設置する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
            庁舎内に設置されたＡＥＤ 

50th anniversary ２２ 
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H IST OR Y 

   入間東部消防 50 年のあゆみ 

  2007～2013 年[平成 19～25 年] 

第３４回埼玉県消防救助技術指導会を開催 
 ２００７年[平成１９年６月] 
  第３４回埼玉県消防救助技術指導会（陸上の部）を富士見消防署消防訓練場で開催す

る。同年８月、第３６回全国消防救助技術指導会（東京・夢の島）へ関東地区代表として
障害突破が出場し、入賞を果たした。 

 
 
 

 

 

 

 

 

富士見消防署消防訓練場で開催 障害突破（第３６回全国消防救助技術指導会） 

                               消防組合設立４０周年記念誌 

入間東部消防発足設立４０周年記念誌発行 

 ２０１０年[平成２２年８月] 
  消防職員実数２７０人となり、消防組合設立４０周年記念誌（消防年報平成２１年度版）に
組込み発刊する。 

消防本部・西消防署新庁舎に移転、防災館を開設 
 ２０１３年[平成２５年８月] 
  消防職員実数２７２人となり、ふじみ野市大井中央１丁目１番１９号に消防本部・西消防署
庁舎、消防訓練場に２棟の訓練棟が完成し、救助工作車(ヒノ・ＳＤＧ-ＧＸ７ＪＧＡＡ改)、３８メート
ル級はしご付消防自動車（ニッサンディーゼル・ＦＪ５５０ＬＮ）水槽付消防ポンプ自動車（ヒノ・ＢＤ
Ｇ-ＧＸ７ＪＧＷＡ改）消防ポンプ自動車（ヒノ・ＫＫ-ＸＺＵ３３１Ｍ）高規格救急自動車２台、災害用
支援車、資機材運搬車（ミツビシ・KK-FE62EE）等配置し、新庁舎に新築移転する。 
また、同時に防災館を開設、体験型の防災学習施設として一般開放し、防災意識の普及、
啓発及び高揚を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基礎免震、ＲＣ造４階建三代目の消防本部・西消防署    ＲＣ造Ａ棟６階建、Ｂ棟３階建の消防訓練場 

２３  50th anniversary 

第 1 章 入間東部消防 50 年の変遷 

(於：東京・夢の島) 



H IST ORY  

   入間東部消防 50 年のあゆみ 

  2013～2015 年[平成 25～27 年] 

高機能消防指令センター 
 ２０１３年[平成２５年８月] 
  高機能消防指令センター総合整備事業（Ⅱ型）が完成し、 
運用を開始する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

     消防本部に設置された消防指令センター内で１１９番通報 

     を受信する通信員 

 

１本部２署３分署体制 
 ２０１３年[平成２５年８月] 
  消防本部・中央消防署と大井分署が統合され、消防本部・西消防署が開署、富士見消
防署を東消防署、みずほ台分署を富士見分署、上福岡消防署をふじみ野分署に改称して
三芳分署と併せて１本部２署３分署体制となる。 

第４４回消防救助技術関東地区指導会を開催 

 ２０１５年[平成２７年７月] 
  消防職員実数２８１人となり、第４４回消防救助技術関東地区指導会（陸上の部）が当消
防組合東消防署消防訓練場で開催される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東消防署消防訓練場で開催           選手宣誓する入間東部消防職員 

 

50th anniversary ２４ 
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H IST ORY  

   入間東部消防 50 年のあゆみ 

  2018～2020 年[平成 30 年～令和 2 年] 

入間東部地区事務組合消防本部に改称 
 ２０１８年[平成３０年４月] 
  入間東部地区消防組合と入間東部地区衛生組合が統合し、入間東部地区事務組合
が発足する。新組合発足に伴い、入間東部地区事務組合消防本部に改称する。 

 

高度救助隊 （シルバーバック）発足  
 ２０１８年[平成３０年１０月] 
  西消防署に埼玉県内１０番目となる。高度 
救助隊（シルバーバック）を置く。 

 
 
 
 
 
 
 
 
             高度救助隊紋章 
                       高度救助隊員 
 ２０２０年[令和２年４月] 
  消防職員実数２８６人となり、ふじみ野市災害対策協会、三芳町災害対策協力会と災害
発生時の無人航空機を活用した消防活動支援協力に関する協定を締結する。 

入間東部消防発足５０周年 
今、また新しい入間東部消防の幕開け 
 ２０２１年[令和３年３月] 
  富士見市大字水子字台下４０６０番１に東消防署富士見分署新庁舎の開署を予定して
いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東消防署富士見分署 

２５ 50th anniversarｙ 
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